
 

 

 

 

 

 

JAL AREA NEWS 

TOHOKU 
                                                             2022年12月8日 

 
仙台出身のJAL社員が、11月30日に、 

宮城県仙台二華中学校にて、お仕事・マナー講演を実施しました 
～JAL社員によるオンライン講演でふるさとへの恩返し～ 

 

JALグループは、次世代育成プログラム「空育®」(*1)を通じて、『飛行機を通じて「自分」の未来を考える』、

『交流を通じて「日本・世界」の未来を考える』、『環境・宇宙を通じて「地球」の未来を考える』をテーマに、JALら

しい体験型プログラムをご用意しています。プログラムを通じて空の素晴らしさに触れることで、新たな発見やさらな

る学びを得て、自分・日本・世界・地球の未来を考える機会を提供しています。 
(*1)「空育®」 Webサイト URL：https://www.jal.com/ja/sustainability/soraiku/ 

 

「空育®」の一環として、このたび、日本航空株式会社 東北支社（支社長：佐野 寛人、以下「JAL」）は、

宮城県仙台二華中学校(校長：佐藤 弘人 氏、以下「二華中学校」)の生徒314名を対象に、11月30日に

「JALお仕事・マナー講演」を実施しました。 

当日は、仙台市出身のJAL社員より、これから職業を選択する生徒の皆さまへ、仕事の内容や楽しさ、やりが

い、航空会社への就職を目指した動機などについて、お話させていただきました。参加された生徒の皆さまからは

「興味深い分野で、今後将来を考えるきっかけになった」とお言葉をいただきました。 
(*2)みやぎ教育応援団トップページ URL：https://www.pref.miyagi.jp/site/kyodo/ouenda-n.html 

 

JALは今後も、空の仕事に興味を持っていただけるような取り組みを継続するとともに、地域の人財育成を目

的としたさまざまな取り組みを通じて、地域に貢献し、親しみやすい航空会社を目指してまいります。 

 

【実施概要】 

日時 ： 2022年11月30日(水) 

会場 ： 宮城県仙台二華中学校 

対象 ： 宮城県仙台二華中学校 中学1～3年生の生徒314名 

内容 ： ①お仕事・マナー講座 

講師 ： JALふるさと応援隊(宮城県担当) 客室乗務員 杉浦 亜紀 

内容 ： JALグループについて、客室乗務員としての役割と大切にしていること、接客マナーなど 

    ②講演 

講師 ： マニラ支店      長山 忠嗣 

    路線事業戦略部 小島 加奈子 

    JALふるさと応援隊(宮城県担当) 客室乗務員  杉浦 亜紀 

内容 ： 業務紹介、仕事でのやりがいや心がけていること、学生時代に力を入れたことなど 

カテゴリ：地域活性化 
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